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タイトル： 骨代謝にアポトーシスはどのように関わるのか？ 

 
要旨 

アポトーシスとは細胞の縮小、核の凝集、DNA 断片化といった形態的な特徴を呈する

細胞死である。骨組織中でも骨芽細胞は骨細胞となり骨内に埋め込まれる際に、その半

数がアポトーシスすると言われている。また破骨細胞も骨吸収終了後、骨面から離れアポ

トーシスする運命にあることが観察されている。骨系細胞のアポトーシスは骨組織におけ

る重要な代謝機構のひとつと考えられ、特に骨形成を担う骨芽細胞は、骨細胞となり骨

内に埋め込まれる際にその半数はアポトーシスすることが示されている。今回はアポトー

シスを制御するカスパーゼ 3 の遺伝子欠損マウスを用いた invivo の検索のほかに破骨

細胞の生存因子として知られているCSF-1やRANKLを用いた in vitro実験を通して、

アポトーシスの骨代謝への関わりについてお話ししたい。 
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